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【座長講評】 

本セッションの前半では、以下の 4 件の発表が行われた。 

О6-01「約 2 年に渡る γ 線照射されたセメントペースト硬化体からの水素放出の長期モ

ニタリング」では、福島県中間貯蔵施設の除去土壌等の減容化に伴って高濃縮された放射

性セシウムの安定化体からの水素発生を見積もるために、高炉セメント B 種ペースト硬化

体とそのポリマー含浸（10wt%）したものを γ 線照射後に室温と 90℃で保管した場合の水

素放出挙動を照射から 620 日まで計測した結果が報告された。 

О6-02「XAFS 分析による溶融飛灰中の Zn と Pb の化学相とセメント固型化体の特性」

では、福島県中間貯蔵施設内の 2 系統の仮設灰処理施設から排出された溶融飛灰(MFA)と

そのセメント固化体における Zn と Pb の化学状態を X 線吸収端微細構造 (X-ray 

absorption fine structure, XAFS)分析により定量評価し、セメント固型化体の特性と強度

及び Pb 溶出との関連を調べた結果が報告された。 
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О6-03「放射性 Cs 溶出目安を満たす溶融飛灰セメント固型化体の強度要件の検討」で

は、福島第一原発事故に由来する可燃性汚染廃棄物等の焼却・溶融処理によって生じる溶

融飛灰をセメント固型化することによって放射性 Cs の溶出を抑制するためのセメント固

化体の強度条件を実験によって検討した結果が報告された。 

О6-04「急結材を用いた溶融飛灰のセメント固型化処理の適用可能性評価」では、福島

第一原発事故に由来する可燃性汚染廃棄物等の焼却・溶融処理によって生じる溶融飛灰を

セメント固型化する際に問題となる飛灰中の Zn や Pb による水和遅延を回避するための

アルミン酸塩系セメント急結材適用の可能性を実験によって検討した結果が報告された。 

以上の 4 つの発表はいずれも最終処分にむけて中間処理施設の除去土壌の減容化方法の

１つである焼却・溶融処理によって生じる放射性 Cs を含む溶融飛灰の固型化処理に関す

る実験的検討結果の報告であり、最終処分に向けての技術的課題の解決に向けての有用な

知見が提供された。 

（島田 洋子） 

本セッションの後半担当 3 演題では、県外最終処分の具体化に向け、処分シナリオ、バ

リア材の Cs 吸着性能、溶融飛灰固型化時の施工性という異なる観点から検討が行われた。 

現在、県外最終処分については、減容・再生利用技術の成果を踏まえ、複数の処理・処

分シナリオを比較しながら、実際の処分システムへ落とし込む段階にある。その中で、減

容化施設ごとの飛灰特性を反映したマスバランス評価は、同一の処理法を一律に適用する

のではなく、廃棄物特性に応じた処理ルート選択が重要であることを示した。  

また、高濃度の共存イオン下におけるベントナイトの Cs 吸着予測は、最終処分場のバ

リア性能を定量的に評価する上で有用であり、今後は実浸出水や通水条件での検証が期待

される。 

さらに、溶融飛灰のフレッシュ性状に関する検討からは、強度や溶出性能だけでなく、

施工性や減容性まで含めた配合設計の必要性が示された。今後は、これらの知見を個別技

術としてではなく、処理量、安全性、施工性、二次廃棄物量等を統合した最終処分システ

ムの設計へ反映していくことが重要である。 

（田中 悠平） 


